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第1章　小型移動式クレーンに関する知識

2 1.1.2

（５）空車時定格総荷重
積載形トラッククレーンは荷台があり、荷台に積み荷があるときと無いときでク
レーン作業時の安定が大きく異なります。積み荷があるときの方が安定はよくなり
ますが、積載形トラッククレーンでは、安定に関して、積み荷の無い一番不利な状
態を基準として定格総荷重を定め、その荷重を、「空車時定格総荷重」と呼びま
す。荷台の積み荷の有無にかかわらず、空車時定格総荷重を超える荷重をかけて作
業してはなりません。

（５）空車時定格総荷重
積載形トラッククレーンは荷台があり、荷台に積み荷があるときと無いときでク
レーン作業時の安定が大きく異なります。積み荷があるときの方が安定はよくなり
ますが、積載形トラッククレーンでは、安定に関して、積み荷の無い一番不利な状
態を基準として定格総荷重を定め、その荷重を、「空車時定格総荷重」と呼びま
す。

3 1.7.6 図1-4

・吹き出しの文言変更

6 1.2.4

（３）クレーン機能付き車両系建設機械
ドラグショベルのバケット付近に格納型フック等を有し、クレーン作業ができるよ
うにしたものを「クレーン機能付き車両系建設機械」といいます。

（３）クレーン機能付き車両系建設機械
ドラグショベルのバケット等にフックを取り付け、クレーン作業ができるようよう
にしたものを「クレーン機能付き車両系建設機械」といいます。

8 1.3.2

（１）つり具（フック）
つり具は、移動式クレーン等の巻上用ワイヤロープによりつるされ、荷をつり上げ
るために用いられる用具です。つり具でつり上げた荷を「つり荷」と呼んでいま
す。

（１）つり具（フック）
つり具は、移動式クレーン等の巻上用ワイヤロープによりつるされ、荷をつり上げ
るために用いられる用具です。

23 1.5.2

過負荷防止装置
つり上げ荷重3トン以上の移動式クレーンに備え付けが義務付けられている装置
で、移動式クレーンの作業半径に応じ、定格荷重をこえた場合には直ちに移動式ク
レーンの作動を自動的に停止させる機能（過負荷防止装置）や荷重が定格荷重をこ
えるおそれがある場合に当該荷の荷重が定格荷重をこえる前に警告を発する機能
（過負荷警報装置）を有する装置をいいます。（移ク構規第27条　過負荷防止構規
第1条）
つり上げ荷重3トン未満の移動式クレーンには、次の①、②のような過負荷防止装
置又は過負荷を防止するための装置を備えることが必要です。

移動式クレーンには、次の①、②のような過負荷防止装置を備えることが必要で
す。

24 1.5.2

 ただし、つり上げ荷重3トン未満、又はジブの傾斜角及び長さが一定である移動式
クレーンについては、…

ただし、つり上げ荷重3トン未満、又はジブの傾斜角及び長さが一定である移動式
クレーンについては、…

25 1.5.3 図1-40

・図タイトルの変更、落下防止装置の括弧書きを削除

25 1.5.3

（1）落下防止装置
落下防止装置は、巻上（つり上げ）装置、アームシリンダ、ブームシリンダ関係の
配管、ホース等が破損したときに、荷が落下しないようにする装置です。
また、操作弁を中立（フリー）にしたときに自動的に油圧をロックして、安全作業
を確保するつり荷保持装置を備えています。 カウンターバランス弁、ホールディン
 グ弁、ダブルチェック弁等が使用されています。

（1）落下防止装置
落下防止装置は、巻上（つり上げ）装置、アームシリンダ、ブームシリンダ関係の
配管、ホース等が破損したときに、荷が落下しないようにする装置です。
また、操作弁を中立（フリー）にしたときに自動的に油圧をロックして、安全作業
を確保するつり荷保持装置を備えています。カウンターバランス弁、ホールディン
グ弁、ダブルチェック弁等が使用されています。

42 1.7.2 図1-66

・吹き出しの削除、説明文の追加

43 1.7.2 図1-69

・吹き出しの変更

第3章　力学に関する知識

90 3.3.2 表3-3

・立体形のタイトル行追加

小型移動式クレーンの運転テキスト （8訂3版2刷⇒8訂4版1刷)
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項番 行・図表 新（8訂4版1刷） 旧（8訂3版2刷）

第7章　関係法令

121 7.2

労働安全衛生法施行令（抄）
　　　昭和47年8月19日政令第318号
改正　令和7年2月19日政令第35号

労働安全衛生法施行令（抄）
　　　昭和47年8月19日政令第318号
改正　令和5年9月6日政令第276号

130 7.3

労働安全衛生規則（抄）
　　　昭和47年9月30日労働省令第32号
改正　令和7年2月19日厚生労働省令第12号

労働安全衛生規則（抄）
　　　昭和47年9月30日労働省令第32号
改正　令和5年12月18日厚生労働省令第157号

135 7.4

クレーン等安全規則（抄）
　　　昭和47年9月30日労働省令第34号
改正　令和7年2月25日厚生労働省令第14号

クレーン等安全規則（抄）
　　　昭和47年9月30日労働省令第34号
改正　令和2年12月25日厚生労働省令第208号

143 7.4

クレーン等安全規則（抄）
搭乗の制限
第72条　事業者は、移動式クレーンを使用する作業場において作業に従事する者
を、移動式クレーンにより運搬し、又はつり上げて作業させてはならない。

クレーン等安全規則（抄）
搭乗の制限
第72条　事業者は、移動式クレーンにより、労働者を運搬し、又は労働者をつり上
げて作業させてはならない。

143 7.4

クレーン等安全規則（抄）
立入禁止
第74条　事業者は、移動式クレーンに係る作業を行うときは、当該作業場において
作業に従事する者が当該移動式クレーンの上部旋回体と接触することにより危険が
生ずるおそれのある箇所に立ち入ることについて、禁止する旨を見やすい箇所に表
示することその他の方法により禁止しなければならない。

クレーン等安全規則（抄）
立入禁止
第74条　事業者は、移動式クレーンに係る作業を行うときは、当該移動式クレーン
の上部旋回体と接触することにより労働者に危険が生ずるおそれのある箇所に労働
者を立ち入らせてはならない。

143 7.4

クレーン等安全規則（抄）
立入禁止
第74条の2　事業者は、移動式クレーンに係る作業を行う場合であつて、次の各号
のいずれかに該当するときは、当該作業場において作業に従事する者がつり上げら
れている荷（第6号の場合であっては、つり具を含む。）の下に立ち入ることにつ
いて、禁止する旨を見やすい箇所に表示することその他の方法により禁止しなけれ
ばならない。

クレーン等安全規則（抄）
立入禁止
第74条の2　事業者は、移動式クレーンに係る作業を行う場合であって、次の各号
のいずれかに該当するときは、つり上げられている荷（第六号の場合にあっては、
つり具を含む。）の下に労働者を立ち入らせてはならない。

145 7.4

クレーン等安全規則（抄）
ジブの組み立て等の作業
第75条の2　事業者は、移動式クレーンのジブの組立て又は解体の作業を行うとき
は、次の措置を講じなければならない。（第一号、第二号　略）
三　強風、大雨、大雪等の悪天候のため、作業の実施について危険が予想されると
きは、当該作業を行わせないこと。

クレーン等安全規則（抄）
ジブの組み立て等の作業
第75条の2　事業者は、移動式クレーンのジブの組立て又は解体の作業を行うとき
は、次の措置を講じなければならない。（第一号、第二号　略）
三　強風、大雨、大雪等の悪天候のため、作業の実施について危険が予想されると
きは、当該作業に労働者を従事させないこと。

156 7.6

クレーン等運転関係技能講習規程（抄）
　　　平成6年9月16日労働省告示第92号
改正　令和7年2月10日厚生労働省告示第21号

クレーン等運転関係技能講習規程（抄）
　　　平成6年9月16日労働省告示第92号
改正　令和5年11月22日厚生労働省告示第312号

157 7.6

クレーン等運転関係技能講習規程（抄）
講習科目の受講の一部免除
受講の免除を受けることができる者
1　建設業法施行令（昭和31年政令第273号）第37条に規定する建設機械施工管理技
術検定のうち、1級の技術検定に合格した者で第2次検定においてショベル系建設機
械操作施工法若しくは基礎工事用建設機械操作施工法を選択したもの又は2級の技
術検定で施工技術検定規則（昭和35年建設省令第17号）第1条第1項第2号若しくは
第6号に定められた検定種別に該当するものに合格した者

クレーン等運転関係技能講習規程（抄）
講習科目の受講の一部免除
受講の免除を受けることができる者
1　建設業法施行令（昭和31年政令第273号）第34条に規定する建設機械施工管理技
術検定のうち、1級の技術検定に合格した者で第2次検定においてショベル系建設機
械操作施工法若しくは基礎工事用建設機械操作施工法を選択したもの又は2級の技
術検定で施工技術検定規則（昭和35年建設省令第17号）第1条第1項第2号若しくは
第6号に定められた検定種別に該当するものに合格した者


